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築館町には、先人が残した数多くの貴重な文化遺産があります。これらの調

査研究と保護・活用に積極的に取り組み、次世代に引き継いでいくことが、現

在、生活している我々に課せられた重要な使命であります。

これまでの調査成果により、「伊治城跡」の構造がある程度解明されたことか

ら、平成 7年度から史跡指定の準備を進めてきました。念願がかない平成 15
年 8月 27日 に「伊治城跡」が国史跡として指定されました。今回指定された
区域は、政庁を中心とした内郭を含む 93,581。47だで、伊治城跡の南東部分に
あたります。
「幻の城柵」として昭和 52年に宮城県多賀城跡調査研究所が発掘調査を実
施して以来、実に26年の歳月がすぎました。発掘調査開始当初は、伊治城の
建物跡など主要な遺構が確認できませんでしたが、平成 2年に建物群を検出し、
平成 3年には伊治城の中枢部である政庁跡を検出することができました。
また、我が国で初めて古代の弓の一種である弩の一部「機」が発見されまし

た。弩は最新の兵器として文献に散見しておりましたが、この発見で改めて伊

治城の重要性及び律令政府と蝦夷の緊張した地域であったことが裏付けられま

した。

これもひとえに、発掘調査に土地を協力していただきました城生野地区住民

の方々をはじめ、調査に指導・協力していただきました、宮城県教育庁文化財

保護課には深く感謝申し上げます。

平成 16年 3月

久我 竹 五 郎



例   言
1 本書は、宮城県栗原郡築館町字城生野に所在する伊治城跡の平成 15年度発掘調査 (第 29次

調査)の成果をまとめたものである。

2 調査は、国庫補助事業にもとづくものであり、築館町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文

化財保護課・築館町教育委員会が担当した。

3 調査時における地区割りは、城生野分館前の伊治城跡「原点 1」を基準点 (0。 0)と し、この点と「原

点 2」 と結ぶ線を基準として直角座標を組み、割り出している。基準線の南北軸は、 2° 7′ 9〃

西偏する。基準点の座標値 (第 X系)は以下のとおりである。

原点 l X=-136,867.547  Y=17,758.857(世界測地系―TKY2」GDにより変換 )

原点 2 X=-136,864.350  Y=17,845,295(世 界測地系―TKY2」GDにより変換 )

平面図中の地区割り :S-20、 E-20な どの表記は、それぞれの基準点から南に 20m、 東

に20mの位置にあることを示している。

4 本遺跡の位置を示した地形図 (第 2図)は、国土交通省国土地理院発行の 1/25,000の地形図

「金成」、「築館」を使用して作製した。

5 土色の記載は「新版標準土色帳」(1973)に もとづいた。

6 本書の作成は築館町教育委員会と宮城県教育庁文化財保護課が担当し、担当者の協議を経て、千

葉長彦、三浦実、佐藤憲幸が編集・執筆した。

7 発掘調査および本書の作成に際しては下記の方々からご教示・ご指導を賜った。

東北大学総合博物館教授 柳田俊雄氏

東北学院大学教授 佐川正敏氏

8 旧石器の石材については須田富士子氏 (東北大学東アジア研究センター火山科学講座研究生)に

同定していただいた。

9 本遺跡では、遺構に種類ごとの略号と検出順の番号を付している。種類ごとの略号は以下のとお

りである。

建物跡=SB、 竪穴住居跡、竪穴遺構=SI、 土取り穴など=SX、 溝=SD、 土墳=SK

10 土師器については、製作にロクロを使用しているものを「ロクロ調整」、使用していないものを「プF

ロクロ調整」と呼ぶこととした。

H 発掘調査の記録や出土品は築館町教育委員会が一括して保管している。

12 なお、これまでの本遺跡の発掘調査および調査報告書 (17冊)については、本文の後の付表

1にまとめて示している。
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調 査 要 項

1.遺跡名   伊治城跡 (宮城県遺跡登録番号 :41007)
2.所在地   宮城県栗原郡築館町城生野
3.調査主体  築館町教育委員会
4.調査担当  築館町教育委員会生涯学習課 千葉長彦 三浦 実
5.調査協力  宮城県教育庁文化財保護課  佐藤憲幸
6.調査期間  平成 15年 10月 3日～ 11月 5日
7.調査面積  東区 :約 320m2 西区 :約 110m2
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遺跡の位置と地理的環境

伊治城跡は、宮城県栗原郡築館町字城生野に所在する。遺跡が所在する宮城県北部の地形をみると、

東側の海岸部には北上山地が、西側には奥羽山地が南北に走り、中央部を北上川が南流している。西

側の奥羽山地は山麓部で多数の河川によって開析され、いくつかの丘陵に分岐している。そのうち、

最も北側にある築館丘陵は江合川と迫川に挟まれており、丘陵端部ではさらに多くの小丘陵に分かれ

ている。

遺跡は標高 20～ 28mほ どの小丘陵東端部に続く河川段丘に立地しており、北側は二迫川、南側

から東側にかけては迫川、西側は北から入り込む沢によって画されている。遺跡の範囲は、これまで

の調査成果や地形から、おおよそ東西 700m、 南北 900mほ どと考えられる (第 2図 )。

Ⅱ。遺跡の概要

伊治城は、 8世紀後半から9世紀初頭にかけて律令政府が東北地方経営のために設置した城柵の一

つである。奈良・平安時代の政治・軍事の中心地である陸奥国府多賀城と、平安時代に鎮守府が置か

れた胆沢城とのほぼ中間に位置している (第 1図 )。

また、り【生城と共に設置年代が明らかな城柵として重要で、その所在地については多くの論考があ

り、本地区も有力な擬定地の一つであった。この間の詳しい研究史については、「伊治城跡 I」 (宮城

県多賀城跡調査研究所 1978)を参照していただ

きたい。

昭和 52年から3年間にわたる宮城県多賀城跡

調査研究所の発掘調査や、昭和 62年からの築館

町教育委員会・宮城県教育委員会による発掘調査

で、本遺跡が伊治城跡であることが明らかとなっ

た (付表 1)。 すなわち、土塁と大溝による外郭

区画施設を周囲に巡らし、その内部の南に偏った

部分に東西約 185m、 南北約 245mの平行四辺

形に築地塀で区画したとみられる内郭を配してい

ること、内郭の中央に東西 55m、 南北 60mの

方形に築地塀を巡らせた政庁が存在することが明

らかになった。

政庁には正殿を中心として脇殿や後殿、前殿な

どが配置されている。これらの建物群は大別して

3時期の変遷があり、 2時期目は火災にあってい
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図版 1 東日本の古代城柵 (進藤1991に一部力口筆)



る。内郭は建物を主体とした官衛ブロックが設けられ、とくに北西部は、創建期に桁行き 5間の建物

6棟以上が南に開く「コ」字型配置をとっている。外郭は、施設の違いから内郭北辺を境に 2分され、

南は建物・竪穴建物・竪穴住居などで構成される官衡域であり、北の伊治城全体からみて 2/3以上

を占める北部は、竪穴住居を主体とする住居域として利用されていた、と考えられる (第 3図 )。

遺物で特筆されるものとしては、日本ではじめて弓の一種である「弩」の一部「機」が出土した

(第 25次調査)。

Ⅲ.遺跡周辺の歴史的環境 (第 2図 )

このことについては、「伊治城跡・嘉倉貝塚」(築館町教委 :2003)で詳述しており、参照していた

だきたい。以下では伊治城と同時代の奈良・平安時代の周辺の遺跡を概観する。

北方約 6kmの丘陵上には、蕨手刀などが発見された、33基の小円墳からなる鳥矢ケ崎古墳群があ

る (東北学院大学考古研 :1972)。 また、伊治城から約 2 km北には大沢横穴墓群や姉歯横穴墓群があり、

伊治城を含む周辺一帯の支配者層の墓と考えられる。北方 3 kmには『吾妻鑑』に登場する栗原寺跡

と推定されている地点があり、古代末の遺構・[出土遺物]未確認ながらも、10世紀前半頃の池跡や (束

理 ■996)平安時代中期以降の礎石建物跡 (栗原寺調査団 :1963)が発見されており、付近からは仏像

が見つかっている。

発掘調査された集落跡には、築館町佐内屋敷遺跡 (森 :1983)、 原田遺跡 (阿部 :1980)、 嘉倉貝塚 (佐

藤 :2003)、 志波姫町御駒堂遺跡 (小井川・小ナ||:1982)、 宇南遺跡 (遊佐 :1980)、大門遺跡 (真山 :1980)、

糠塚遺跡 (小井川
。手塚 :1978)、 金成町佐野遺跡 (平沢・手塚 :1980)、 栗駒町長者原遺跡 (三好 :1995)

などがある。このうち、糠塚遺跡は東方 5 kmに あり、住居跡出土土器は県北地域の国分寺下層式土

器の基準資料となっている。一方、南方 2.5 kmに ある御駒堂遺跡では、奈良・平安時代の遺構・遺物

の他に、8世紀前半頃の関東地方からの人間の移住が想定されるような土器や住居が発見されており、

伊治城成立以前の栗原地方の動向を考える上で注目される。

生産遺跡では、西方 4 kmに ある須恵器を焼いた築館町岩ノ沢窯跡や東方 4 kmにある須恵器を焼い

た志波姫町狐塚遺跡、北方 6 kmに ある須恵器や瓦を焼いた金成町小迫神社窯跡があげられ、製品が

伊治城に供給されていた可能性が考えられる。

Ⅳ.調査の目的 彿 3図 )

伊治城の発掘調査は政庁の検出を主眼に実施されてきたが、平成 3・ 4年度の調査で政庁の規模や

建物配置などがほぼ解明されたため、平成 5年度以降からは内郭と外郭の区画施設および両地区の官

行ブロックの構造と変遷の把握を目的に調査を実施している。

今年度は第 27次調査で確認した外郭南東部の官衝施設の遺構の広がりと、これまで未調査であっ

た台地縁辺部に想定される外郭南辺区画施設の解明を目的として、調査区を 2ケ所に設定し調査を実

施した。



No 遺 跡 名 種  別 時  代 血 時  代 No 遺 跡  名 種 号町 時  代
1 伊治城跡 城柵跡 旧石器・古墳・奈良。平安 12 小山遺跡 刈敷治郎遺跡 散布地 縄文中、晩・古代

栗原寺跡 寺院 古代。中世 13 高田山遺跡 救布地 刈敷祭損跡 地 縄文・古代

尾松還跡 布地 吉代 14 原田遺跡 集落 縄文中・古代 糠塚遺跡 生・奈長・平安

4 者原遺跡 肩 中・盲代 15 下萩沢遺跡 柔落 縄文・古代 大門遺跡 集 落

5 大仏山古墳群 円墳 源光還跡 司墳 古墳 狐塚遺跡 窯跡 古代

6 姉歯横穴墓群 横穴墓 古墳後 17 4左 凋屋双 柔落 縄文・奈良。平安 熊谷遺跡 集落 縄文・古代
7 佐野遺跡 集落 弥生・古代 木戸遺跡 !ヲ

g 代 ′丸館遺跡 集落・城館 縄文晩・弥生～近世

8 大沢横穴墓群 横穴墓 古墳後・古代 鰻沢遺跡 柔落 縄 吹 イ 集落 古代

堀切長根遺跡 散布地 照越台遺跡 救布地 縄文・古墳・古代 宇南 縄文前・晩・弥生～近世

散布地 玉荻台遺跡 救布地 縄文中～晩・古代 御駒堂遺跡 落 編 支～折世

11 涌ノ沢遺跡 散布地 百代 嘉倉貝塚 具須・集落 縄文前～弥生・古4 上ノ山遺跡 集落

図版 2 伊治城跡と周辺の遺跡
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図版4 調査区空中写真 上 :西区 下 :東区



V.基本層序

層の堆積状況を確認するため、東調査区南辺と北東隅 (旧石器調査区 01区)にサブトレンチを設

けた。 I～Ⅷ層まで確認し、各層の特徴は以下に示しているとおりである。

[西区]Ⅲ～Ⅶ層が削平を受けており、東区と同様、Ⅷ層が古代の遺構確認面である。

[束区]南辺 トレンチでは 1～Ⅳ・Ⅷ層、北東隅トレンチでは I・ Ⅱ・V～Ⅷ層が確認できた。なお、

旧石器が出土した調査区東端部以外ではV～Ⅶ層が削平を受けており、Ⅷ層が古代の遺構

確認面である。調査区東端部では、V～Ⅷ層が北東方向に緩やかに傾斜しており、V層は

漸移層と考えられ、Ⅵ層は図版 15で示しているラインから北東方向に向かって徐々に厚く

堆積する状況が確認できた。

層位 土  色 土  性 特  徴
及 び 水 田 耕 作 十

II 黒褐色 10YR2/2 シアレト 調査区全体で確認できる。層厚 10～ 20cm
W 10VR3/2 シル ト 脱 日 伯 欠 出 炭 丈 フ ロ ツ ク ″ 営 ごF

Ⅳ 曙 褐 色 10YR3/3 シアレト 博十、炭化物粒少量含む
V 陪 褐 缶 10VR3/4 ノ゙ユ1ノ ト

Ⅵ 権〕モ五 (7 5YR4/6) 粘土資シル ト マンガンを少量含む。径 5～ 10 mmの礫を少量含む。
旧石果の■´る旬合層である^層匡 1∩ ～ 30命m^

Ⅶ 明褐色 (7 5YR5/6) 粘土質シル ト マンガンを多く含む。径 10～ 15411nの礫が均資に含まれる。
径 1～ 3 mlnの赤色の粒子をごくわずかに含む。
1 孝 h名 」ヾヒ挫靴

「
P台 1夕 、_ 層 匡 ι■ lF.´ゃ 9∩rm

Ⅷ 明褐色 (7 5YR5/8) 砂質シルト 径 10～ 20 mmの礫を多量に含む。しまりが非常に強い。
東調査区東端部以外では削平により、
本層上面が古代遺構の確認面となっている。

Ⅵ.古代

(1)発見された遺構と遺物

【西区】(図版5)

今回の調査で検出した遺構は、掘立柱建物跡 4棟以上、土墳 3基、溝跡 3条などである。遺物につ

いては、掘立柱建物の柱穴、土崚などの確認面から、土師器・須恵器・平瓦などが整理用コンテナで

1箱出土している。以下、精査をおこなった掘立柱建物跡について説明し、土壊、溝跡については一

覧表で記すこととする。 (表 1・ 2)

① 掘立柱建物跡
4棟以上検出した。すべて調査区外に展開しており建物規模の全容が分かるものはない。

【S B 612】

Ⅷ層上面で検出した南北 3間以上、東西 3間以上の建物跡である。 S K 627と 重複し、これより

古い。また、 S B 615と 重複するが、柱穴が重複しておらず、新旧関係は不明である。柱穴は6個

所で検出し、 4個所で柱痕跡、 2個所で柱抜取穴を確認している。

平面規模は、東側柱列で総長が 4.6m以上、柱間寸法が南から24m。 2.2m、 南側柱列で総長が 64



m以上、柱間寸法が東から2.2m・ 2.Om。 約 2.2mである。方向は東側柱列で測るとN-16° ―

Wである。

柱痕跡は径約 25cmで、堆積土は炭化物、焼土を含む暗褐色土である。柱穴は長辺約 60～ 80cm、

短辺約 45～ 60cmの方形もしくは長方形で、深さは東側柱列の南から2番目の柱穴で約 86cmであ

る。柱穴埋土は、地山ブロックを多く含む、黒褐色土である。

[出土遺物]出土していない。
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-250m
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13:掘方埋土
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1'3:柱痕跡
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1:柱痕跡
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郷
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0        1m
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l・ 4:柱痕跡
7:抜取六
2・ 3・ 5・ 6・ 8・ 9
:掘方埋上0              3m |

E57

0         1m

でぴ成螂

図版 5 西調査区検出遺構



【S B 613】

Ⅷ層上面で検出した東西 2間以上、南北 2間の建物跡である。 S B 614、 S D 630等 と重複し、

S B 614よ り新しい。 S D 630と の新旧関係は不明である。柱穴は 5個所で検出しており、4個所

で柱痕跡、 1個所で柱抜取穴を確認している。

平面規模は、北側柱列で総長 5,3m以上、柱間寸法は南側柱列で約 2.6m。 東妻で総長 4.5m、 柱間

寸法は北から約 1.9m・ 約 2.6mである。方向は南側柱列で E-17° 一 Nである。

柱痕跡は径約 30cmで、堆積土は地山粒を含む暗褐色土である。柱穴は一辺約 0.6mの方形や径約

0.3～ 0.6mの 円形で、深さは約 04mである。柱穴埋土は、地山ブロック、炭化物を含む暗褐色土

である。

[出土遺物]出上していない。

【S B 614】

Ⅷ層上面で検出した東西 3間以上、南北 2間の東西棟建物跡である。 S B 613、 S D 630等 と重

複し、 S B 613よ り古い。 S D 630と の新旧関係は不明である。柱穴は 6個所で検出しており、す

べての柱穴で柱痕跡を確認している。

平面規模は、南側柱列で総長 64m以上、柱間寸法は東から 3,lm・ 3.3m。 東妻で総長 4.6m、 柱

間寸法は 23m等間である。方向は南側柱列で E-16° 一 Nである。

柱痕跡は径約 20cmで、堆積土は地山粒を含む黒褐色土である。柱穴は長辺約 0,6～ 08m、 短辺

約 06.～ 0,8cmの方形もしくは長方形、あるいは径約 0.6mの 円形で、深さは約 0.6mである。柱

穴埋土は、地山ブロック、炭化物、焼土を含む黒褐色上である。

[出土遺物]出土していない。

【S B 615】

Ⅷ層上面で検出した南北 2間以上、東西 2間以上の建物跡である。 S B 612等と重複するが、新

旧関係は不明である。柱穴は 5個所で検出し、すべての柱穴で柱痕跡を確認している。

平面規模は東側柱列で総長 3.7m以上、柱間寸法は南から 1.8m・約 1.9m、南側柱列で総長 4.3m以上、

柱間寸法は東から20m。 23mである。方向は南側柱列で測るとN-15° 一 Wである。柱穴は一

辺 30～ 70cmの隅丸方形で、深さは断ち割りを行っていないので不明である。柱穴埋土は、炭化物、

焼土、地山ブロックを含む黒褐色上である。

[出土遺物]出土していない。

②  土壊・溝跡

表 1 土境一覧表
霞構名 形 重  複
SK626 30× 14 sD629A・ Bよ り新 しく SK627よ り百 い  L 焼上を多 く含む黒褐色土

SK627 23× 20 SB612・ SK626よ り翔〒しし 炭化物 ,焼土を要 く含む黒褐色土
SK628 円形 SD629よ り翔〒しい 炭化物 ,焼上を多 くB~む黒褐色土

表 2 溝跡一覧表
潰構名 方 向 装耳   湘更 重   梅 IFB老

SD629A 南 北 幅 30 cn以上 長さ 17m以上 SD629B SK626 628よ り王jし 里綱価 + 梓イヒ物  棒 十与昌含 西、 llJ山結合 ,f

南 北 幅 45 cm 長さ 17m以 ト SD629Aよ り新しく SK626.628よ り百い 星据缶 十  1 BII「粁含 ユ!ハ
ミn∩ R∩ 首 両 里招衡 十  辟化物  峰 十を含 む。
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【東区】(図版6)

今回の調査で検出した遺構は、据立柱建物跡 2棟、竪穴遺構 1基、土壊 10基以上、整地地業 1個

所があり、遺物については、掘立柱建物の柱穴、土墳の確認面などから、土師器・須恵器 。丸瓦・平

瓦などが整理用コンテナで 9箱出土している。以下、主に精査をおこなった遺構について説明し、平

面確認のみの土壊については一覧表で記す。 (表 3)

①掘立柱建物跡

【SB610】 (図版7)

調査区南端のⅧ層上面及び SX620堆積土第 1層上面、 S K 604堆積土上面で検出した東西 2間以

上、南北 1間以上の建物跡である。 S K 604・ S X 620と 重複し、これより新しい。柱穴は 4個所

で検出しており、すべての柱穴で柱抜取穴、 1個所で柱痕跡を確認している。

平面規模は、北側柱列で総長 6.Om以上、柱間寸法は3m等間と推定される。西側柱列で約 2.7m

以上である。方向は北側柱列で E-6° 一 Nである。

柱痕跡は径約 30cmで、堆積土は炭化物を含む暗褐色土である。柱穴は長辺約 0.8～ 1.lm、 短

辺約 06～ 1.lcmの方形もしくは長方形で、深さは断ち割りを部分的にとどめている為不明である。

柱穴埋土は、地山ブロック、炭化物、焼土を含む暗褐色土である。

[出土遺物]柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器郷・甕、須恵器不・蓋・甕、平瓦の小破片が少量

出土している。須恵器郷の切離し技法は回転糸切りである。

【S B 611】

調査区中央のⅧ層上面及び S1605堆積土上面で検出した、桁行 3間、梁行 2間の東西棟建物跡

である。 S1605と重複し、これより新しい。柱穴は 9個所で検出しており、 6個所で柱痕跡、 3

個所で柱抜取穴を確認している。

平面規模は、桁行が南側柱列で総長約 7.lm、 柱間寸法が東から 2.5m・ 2.2m。 2.4m、 梁行が西

妻で総長 4.4m、 柱間寸法が北から 2.lm・ 2.3mである。方向は北側柱列で E-13° 一 Nである。

柱痕跡は径約 20cmで、堆積土は暗褐色土である。柱穴は長辺約 0.4～ 0.6m、 短辺約 0.3～ 0.5

mの方形もしくは径約 0,3～ 0.5mの 円形で、深さは北西隅柱穴で約 0.3mである。柱穴埋土は、地

山ブロックを多く含む黒色土である。

[出土遺物]柱穴確認面から、非ロクロ調整の上師器甕、須恵器甕、丸瓦の小破片が少量出土している。

② 竪穴遺構
【S1605】 (図版8)

調査区中央のⅧ層上面及び基本層位第Ⅳ層上面で検出した。 SB6Hと 重複し、これより古い。

平面形は長辺約 3.Om、 短辺約 2.2mの 隅丸長方形である。底面はほぼ平坦で、南側の一部を除き

黒褐色土を含む地山起源の黄褐色土で貼床されている。壁はやや急に立ち上がっており、深さは約

13cmである。堆積土は、地山ブロックを含む黒褐色土で埋め戻されている。

10



図 版 ア SB610掘 芭:ホ主建 物 跡  1:SB611(西から)2:N2Wl柱穴   3:NlWl抜 取穴断面
4:NlWl柱六  5:NlW2抜 取穴断面 6:NlW2柱 六

[出土遺物]埋土から須恵器小破片が少量出土している。

③ 土墳
大小合わせると 10基以上を検出した。多くは平面形が不整な円形ないしは楕円形を基調とする長

辺 2.5m以上の大形の上墳である。これらのうち、調査区の西側で確認した S K 601～ 604・ 621

土墳については、 S K 601・ 602の堆積土中に築地塀の積土と考えられる版築状のブロックが認め

られることや、以下で述べる通り、ほぼ同時期に掘り込まれ、その後、一部埋め戻されたと考えられ



図版 8 S1605竪穴遺構、SK601・ 602土境 1 :S1605          2 :SK601          3 1SK601南 側断面

4 :SK601】 ヒ側断面  5 :SK601東 側断面   6 :SK601築地崩落土

7 :SK601崩落土断面 8 :SK602断面
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図版 9  SK601 ・ 602E上壊

表 3 土墳一覧表
遺構名 形状

SK601 不整 円形 地 山フ ロックを含む暗褐色土

円形 ? 25m以 上 炭化物 .地山プロックを含む褐色土
SK603 橋円形 60m× 44m 暗褐色土

円形 46m 炭化物 ,地山粒を少量含む暗褐色土
SK608 円形 25m 炭化物を含む暗褐色土

SK609 形 ? 25m? 炭化物を含む暗褐色土

SK621 W喝 ヒフロックを含む黒格角十

不明 地 山フ ロックを含 む黒褐色土

ることから、築地塀構築時の土取り穴と考えられるものである。

精査したのは S K 601・ 602・ 609等で、S K 603・ 604・ 621は平面確認のみにとどめている。(表 3)

【S K 601】 (図版 8。 9)

調査区西側のⅧ層上面で検出した。 S K 603・ 604と 重複するが、同時に埋め戻されており、新

旧関係は認められない (図版 9)。 規模 。平面形は長辺約 3,7m、 短辺約 3.3mの楕円形である。底

面には凹凸があり、壁は南側で急に立ち上がっている。深さは約 1.5mで ある。堆積土は 11層に分

けられ、 S K 603・ 604にのびている。第 1～ 10層が人為的埋土、最下層の第 11層が自然堆積土

と考えられる。また、南北の断面にはかからなかったが、第 11層上面には S X 620第 6層に相当する、

薄い炭化物層が認められる。第 1・ 2層は版築状のブロックが認められ、築地の積上の塊と推定され

るものである。

[出土遺物]堆積土から平瓦などが出土している。

【S K 602】 (図版 8。 9)

調査区西端のⅧ層上面で東半のみを検出した。重複は認められない。規模 。平面形は長辺 2.5m以

上、短辺 0.8m以上の楕円形ないしは径 2.5m以上の円形と考えられる。底面はほぼ平坦で、壁はや

や急に立ち上がっている。深さは約 0.8mである。堆積土は 9層に分けられ、第 1～ 8層が人為的埋土、

最下層の第 9層が自然堆積土と考えられる。また、第 9層上面には薄い炭化物層が認められる。第 2

亀

ベ
ル
ト

曙位 上  色 土  性 特  徴
1 督褐色 (10YR3/4 シルト 築地崩壊土
2 10YR3/4 シルト 栗地崩壊土
3 婚褐色 (10YR3/4 シルト 炭粒及び礫を含む
4 褐 色 (10YR4/6 シルト 地山フロックを含 む
5 褐 色 (10YR4/6 シルト
6 嗜褐色 (10YR3/4 シ,レト 炭化物と小礫をわずかに含む
7 月摂]色 (7 5YR5/8 シルト 小礫をわずか含む

8 喝 色 (10YR4/4 シアレト
9 (7 5YR5/8 シルト

錫 色 (10YR4/4 シアレト 階褐色 シル トを多量 に含 む
黒褐色 (10YR2/3 シルト 地山ブロックをやや多く含む

層位 土  色 徴

1 褐 色 (7 5YR4/3) 化物 と地 山フロックを含む

2 暗褐色 OYR3/4) シルト 黄褐色土 と版築状、築地崩壊土
暗褐色 OYR3/3) シルト
暗褐色 OYR3/4 シルト

5 10YR4/6) シアレト 地山プロックを含む

褐 色 (7 5YR4/4 シルト 土粒を含む

7 暗褐色 OYR3/4 シルト 山フロックを 3~む

褐  色 OYR4/6) シルト 炭化物粒、地山ブロックを含む
楊  角 OYR4/6) シルト
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/炭化物

No 種  別 出土遺構 特  徴 口径 底径 1器高

[ 1須恵器 高台付邪 SK609堆を罠土 内面 :ロ クロナデ 外面 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切 り 127
2 須恵器 蓋 SK609 1L積士 内面 :ロ クロナデ外面 :ロ クロナデ→回転ヘラ削 り

3 須恵器 蓋 SK609堆積土 1 内面 :ロ クロナデ外面 :ロ クロナデ→回転ヘラ削 り
4 須恵器 高台付郷 SK609士筐積土 内外面 ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り

須頁器  言台付冴 而 ロクロサデ :回転ヘ ラ切 り 93

61平 五 SK604堆橋土 1 凹面 :布目→ナテ 凸面 :縄町」き
7 平瓦 SK609 1t積土 凹面 :布目→ナデ 凸面 :縄叩き 側縁 :ケズリ

図版 10 土壊出土遺物

層は版築状のブロックが認められ、築地の積上の塊と推定されるものである。

[出土遺物]出土していない。

【S K 608】

調査区東側のⅧ層上面で検出した。 S K 609と 重複しこれより新しい。規模・平面形は径約 2.5

mの不整円形である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がっており、深さは約 0.4mで ある。

堆積土は 1層で、しまりのない暗褐色土である。

[出土遺物]出土していない。

【S K 609】

調査区東側のⅧ層上面で検出した。 S K 608と 重複しこれより古い。規模 。平面形は径約 2.5m

の不整円形と考えられるが残存不良のため詳細は不明である。底面にはやや凹凸があり、壁はやや急

にに立ち上がっている。深さは約 0,lmである。堆積土は 1層で、しまりのない暗褐色土である。
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[出土遺物]堆積土中から非ロクロ調整の土師器甕、ロクロ調整の土師器不、須恵器高台付邪・蓋・

甕、平瓦などが出土している (図版 10)。 小破片のため図示できなかったが土師器甕は、胴部外面

にヘラケズリが施され、土師器不の内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。

④ 整地地業
【S X 620】

調査区中央のⅧ層上面で検出した。南辺の段丘崖から北にゆるやかにのびる。浅い沢地状地形部

分における、幅の広い溝状の掘り込みと盛土による平坦面の造成地業と考えられる。 SB610と

重複し、これより古い。

検出幅は調査区南辺で最大約 14m、 深さ0.8mである。堆積土は、窪みに堆積するかたちで基本

層 I～Ⅳ層に覆われ、以下、8層に分けられる (図版 11)。 第 1～ 4層は人為的埋土。第 6層は炭化

物層、第 7・ 8層は掘り込み直後の掘り方埋土である。また、第 1～ 4層は調査区南端のSB610

周辺のみに分布しておりSB610構 築時の整地と考えられるものである。更にこれらの内、第 1・

2層は S K 604ま でのびており、整地が土取り穴群の埋め戻しと同時期に施された状況を確認して

いる。

底面はほぼ平坦で、壁はやや急に立ち上がるが、段丘崖に近い南側では底面の数ケ所に深さ約 10

～ 20cm程の土獲状の浅い凹みがみられる。

地業の性格については道路跡等の施設である可能性も考えられるが、今回の調査では詳細を明ら

かにすることはできなかった。

[出土遺物]第 1層から非ロクロ調整の土師器郷・甕や須恵器邪・高台付邦 。甕などが少量出土し

たのみである。

0                 3m
251mi~~~~~~~―

一――――_=一
¬

土   色 土  性 特  徴 備   考
1 黄褐色 シァレト 暗褐シル ト,炭化物,焼土粒 ,小礫夕 く含む 人為的埋土

2 暗褐色 10YR3/3) シ,レ ト 炭化物粒やや多く、地山,焼土粒少量含む。 人為的埋土

3 暗褐色 10YR3/3) シルト 炭化物,地山粒を少量含む 人為的埋土

4 黒褐色 10YR2/2) シアレト 炭化物粒,地山粒を少量含む 人為的埋土

5 黄褐色 ( 10YR5/6) シルト 黒褐シル ト.炭化物 .焼土粒を含む 人為的埋土

6 黒褐色 OYR2/2) 炭化物層 自然堆積

7 暗褐色 OYR3/3) シアレト 炭化物,地山粒を少量含む SX620掘方埋土
8 暗褐色 OYR3/4) シルト 地山粒夕 く含む SX620掘方埋土
A 暗褐色 OYR3/4) シルト 地山ブロックを多量、炭化物ブロック少量含む SB610抜取穴
暗褐色 OYR3/5) シアレト 炭化物ブロックを少量含む SB610抜取穴
黄褐色 OYR5/6) シルト 暗褐シルト,炭化物,焼土粒,小礫多く含む SB610掘方埋土
暗褐色 OYR3/2) シルト 炭化物 .地山粒を少量含む SK604埋土

D 暗褐色 OYR3/3) シルト SK623埋土

図版 1l SX620整地地業
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No 種  別 層  位 特  徴 口径 底 径 器 高

1 須原器  不 皿・Ⅳ層 内外面 ロクロナテ 底部 回転ヘ ラ切 り→ ナテ 41

須恵器  節 内外 山 ロクロナテ 底部 :回転ヘラ切り→ナブ

3 須患器  野 内外面 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切 り→ナデ

4 須恵器 郭 Ⅲ・Ⅳ層 内外面 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切 り→ナデ

5 須恵器 不 Ⅲ・Ⅳ層 内外面 :ロ クロナデ 底部 回転ヘラ切 り→ナデ

須恵器 邪 Ⅲ・Ⅳ層 内外面 ロクロナデ 底部 回TAヘラ切 り→ナデ

7 須恵器 蓋 Ⅲ・Ⅳ層 内  而 ロクロナデ 暴雇あり租転円?外面 :ロ クロナテ→回転ヘラ削り

須忌器  喬 Ⅲ・Ⅳ層 内  面 ロクロナテ 外lal:ロ クロナテ→回転ヘラ削り

須思器  長類豆 内外 薗 :ロ クロナテ

図版 12 5X620周 辺基本層位出土遺物

⑤ その他の出土遺物
【基本層位第Ⅲ・Ⅳ層】

土師器郷、鉢、甕、須恵器必、高台付邪、蓋、長頸壺、甕が整理用コンテナで約 2箱出土している

が、多くは小破片のため、図示できたのは須恵器邪 。蓋 。長頸壺の9点のみである (図版 12)。

図示以外の遺物の特徴としては、土師器邪は、非ロクロ調整とロクロ調整のものがあり、内面調整

は両者ともにヘラミガキ後、黒色処理されている。外面は前者は小破片の為、詳細不明。後者は底部

回転糸切り後、回転ヘラケズリされている。土師器鉢はロクロ調整で、内面調整はヘラミガキ後、黒

色処理。外面は底部回転ヘラ切り後、ナデ調整されている。土師器甕は非ロクロ調整とロクロ調整の

ものがあり、前者には長胴形と球胴形のものとがあり、長胴形の甕には、頸部に段を有するものもみ

られる。後者は小破片の為、詳細は不明である。須恵器郷には底部回転糸切り後、無調整のものもみ

とめられる。須恵器蓋には内面に墨痕があり、硯に転用されたと考えられるものがある。甕は外面に

平行叩き日、内面に円弧状のあて具痕がある胴部破片である。
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NQ 種   別 出土遺構 特  徴 口径 底径 器高

1 須恵器 蓋 確認面 内面 :ロ クロナデ外面 :ロ クロナデ→回転ヘラ削 り

2 須恵器 蓋 確認面 内面 :ロ クロナデ外面 :ロ クロナデ→回転ヘラ削 り火ダスキ

3 須恵器 平瓶 確認面 内外面 :ロ クロナデ 外面に自然釉
4 平瓦 確認面 凹面 :布目→ナデ 凸面 :縄叩き 側縁 :ケズ リ
平 百 確訳而

図版 13 東区遺構確認面出土遺物

【遺構確認面】

土師器邪・甕、須恵器郷・高台付不・蓋 。甕、平瓦、丸瓦、フイゴの羽口、鉄製品などが整理用

コンテナで 2箱程出土しているが、多くは小破片のため、図示できたものは須恵器蓋、平瓶、平瓦

の 5点のみである (図版 13)。

図示以外の遺物の特徴としては、土師器郷はロクロ調整で、内面調整はヘラミガキ後、黒色処理

され、外面は底部回転糸切り後、無調整である。土師器甕は、非ロクロ調整とロクロ調整のものが

ある。前者には長胴形と球胴形のものがあり、長胴形の甕には、頸部に段が有するものもみられる。
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器面調整は口縁部はヨコナデ、胴部は外面がヘラケズリ、内面はナデ調整されている。ロクロ調整の

土師器甕は、は小破片の為、詳細は不明である。

須恵器は不、高台付邦ともに底部ヘラ切り後、ナデ調整されているものが多いが、郷には回転糸切

り無調整のものもみとめられる。甕は外面に平行叩き目、内面に円弧状のあて具痕がある胴部破片で

ある。

羽口は小破片でわずかに鉄滓が付着している。鉄製品に関しては、内部の腐食が進んでいるものの、

刀子の一部と考えられる。

(2)遺構の重複関係と時期

【西区】

主に掘立柱建物跡をみてみると、S B 612と S B 615、 S B 613と S B 614が位置的に重複するが、

これら2つのグループも軒先が近接することから、最大 4時期の変遷が想定される。但し、調査区が

狭小で建物跡として認識することは出来なかったが、周辺では数多くの柱穴が検出されており、これ

らの他にも多くの建物跡が存在し、重複関係を有していたものと考えられる。

時期については、平面確認のみの調査であることと、共伴遺物が極めて少ないため詳細を知り得る

ものはないが、 S B 612・ 615については第 27次調査で確認し、 8世紀後半から9世紀代とされた

S B 540Bと 柱穴規模や建物方向が同様であり、ほば同時期のものである可育Pl■を有している。また、

S B 613は柱穴埋土に灰白色火山灰ブロックが含まれていることから、10世紀前葉以降の建物跡で

あると考えられる。

その他の遺構としては、 S D 630は S B 613・ 614と 位置的に重複するが直接の新旧関係はない。

時期は、重複する柱穴 (Pit G)の掘方埋土に灰白色火山灰ブロックが含まれており、これより新

しいことから 10世紀前葉以降の溝跡であることがわかる。なお、 S D 629、 S K 626～ 628につ

いては S K 627が S B 612よ り新しいが、掘り下げは行っておらず、時期について詳細は不明である。

【東区】

主な遺構について重複関係を整理

すると図版 14のようになる。前述

のように、土取り穴と考えられる

S K 601・ 603・ 604・ 621と SX

620は S B 610構 築前とこ、 ほぼ同

時に埋め戻されており、精査を行っ

た S K 601・ 602と S X 620で は

共通して炭化物層が堆積した後に埋

土
取
り
穴

炭化物層→整地→基 IV層 → 基 ||1層
(灰白色火山灰含む )

|

|

|

|

練馴
SX620

|     |

SK609→ SK608 (ラ下叫∃)    |

図版 14 主な遺構の重複関係

め戻しがなされている。炭化物層の性格や時期の詳細については不明であるが、火災等の事象後、

辺を整地して S B 610が建てられたことを想起させるものである。
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遺構の時期については、共伴遺物が少なく、詳細を知り得るものはないが、図版 14で掲げた遺構

については、 S B 610、 S K 601・ 603・ 604・ 621、 S X 620は灰白色火山灰ブロックを含む第

Ⅲ層やその直下に堆積した第Ⅳ層よりは古いことが堆積上の状況からわかっている。さらに出土遺物

を見てみると、殆どが 8世紀後半から9世紀代の伊治城期の遺物であり、これらの遺構の時期もほぼ

それに対応させるのが妥当と思われる。

S1605、 S B 611に ついては、 S1605が S X 620よ り新しく、第Ⅳ層上面から掘り込まれ

ており、SB6Hは それより新しい。第Ⅲ層との新旧関係は不明であるが、両者ともに埋土に灰白
色火山灰は認められず、火山灰降下以前の遺構と考えられる。

Ⅶ.旧石器時代

本遺跡では、発掘調査で尖頭器やサイドスクレイパー、石刃などが散発的に出土していた (築館町

教育委員会 1992、 1994、 1995、 2001)他、北西部の要害地区で石核や剥片が採集されている (築

館町史編纂委員会 1976)が、旧石器の分布する確実な場所については特定できてい/d‐かった。

しかし、伊治城外郭南辺区画施設の解明を目的とした今回の発掘調査で、古代の遺構の他に良好な

まとまりをもつ旧石器を発見した。このことにより、伊治城が立地している丘陵では、迫川に面した

南東部一帯が旧石器の分布する場所の一つであることを確認した。以下、今回の調査の概要について

説明する。

(1)調 査にいたる経緯 と調査の方法

東調査区東端部では古代等の遺構、土器等の遺物は発見されなかったが、表土除去後の遺構確認作

業中に、石器が十数点発見された。さらに暗褐色土層 (V層)中に数点の石器が埋まっている状況を

確認したため、旧石器である可能性が高いと考え、精査を行うことにした。

旧石器出土位置の記録は伊治城跡原点 1、 2を基準として、石器が出土した S=96～ 102、 E=

441～ 459の範囲に 1グリッド3× 3mの 01～ 10区を設定して行った (図版 15)。 石器の取り

上げの際には、発見段階と全面を露出した段階で周囲の土を観察検討し、その都度記録写真を撮影し

た。取り上げ後はインプリントの確認を行った。また、取り上げた石器に黒色上の付着や農耕具等に

よる傷がないことも確認した。取り上げた遺物には、グリッドごとに通し番号をつけ「02-1、 022、

―・」、地点不明のものは「X-1、 X-2、 一」とした。写真撮影は、出土状況全景に 35mmカ ラーリバー

サル、デジタルカメラ、石器個々の出土状況にはデジタルカメラを使用した。石器が集中していた

03、 04、 08区からはⅥ層の土を全て土壌サンプルとして採取した。採取したサンプルの容量は約

90klである。そして、土壌サンプルをフルイにかけ選別作業 (l mmメ ッシュ)を行い、剥片・砕片

を検出した。精査は石器が集中して出上した地点の一部である 08区のみⅦ層上部まで行った。その

結果、石器がV・ Ⅵ層からのみ出土することを確認した。

なお、調査期間の都合上、08区以外はⅣ層を完全に掘り下げることはできなかった。したがって、

以下に述べる調査報告は、旧石器が出土した地点全体の様相を示したものでは/d―い。
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図版 15 出土石器分布
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(2)石器の出土状況

石器は東調査区東端部の約 72∬の範囲で確認されているが、特にその中央部 (03、 04、 08区 )

で南北約 7m、 東西約 5mの範囲に分布が集中している (図版 15)。 層理面に張り付くのではなく、

Ⅵ層の傾斜に沿って標高 24.8m～ 25.lmの 30cmの範囲に広がり、水平、垂直、斜位と様々な状

態で出土している。

(3)石器の種類と特徴

出土した石器の種類と数量はナイフ形石器 1点、二次加工ある剥片 1点、礫器 1点、石核 14点、

剥片 146点、砕片 243点であり、このうち剥片 13点、砕片 242点がサンプル選別である。なお、剥片・

砕片に関しては、便宜的に長さが lcm以上のものを剥片、lcmよ り小さいものを砕片とした。

石材は碧玉、玉髄・弱瑞が主体で全体の約 65%を占めている。他に珪化凝灰岩、珪化木、凝灰質

シルト岩、細粒珪質凝灰岩、鉄石英、珪質頁岩、黒曜石等と多種類のものが見られる。珪質頁岩、黒

曜石を除いては近辺の迫川流域で採取できるものである。

ここでは、ナイフ形石器、二次加工ある剥片、縦長剥片、礫器、石核、剥片・砕片について説明を行う。

【ナイフ形石器 (X-13)】 (図版 17)

先端の尖る縦長剥片を素材としている。素材の剥片の打面は平坦で、背面の剥離方向は腹面の剥離

方向と同じである。打面側を基部とし、基部の両側縁に腹面側から急角度の加工が施されている。石

材は黒曜石である。なお、今回の調査では黒曜石製の石器はこのナイフ形石器の他に剥片が 2点出

土しているのみで、全て母岩が異なる。

【二次加工ある剥片 (022)】 (図版 17)

02区Ⅳ層から出土。やや縦長の小形剥片を素材としており、背面の剥離方向は腹面の剥離方向と

同じである。素材の背面側右側縁先端部に、腹面側から細かな急角度の加工が施されている。石材は

弱噛である。

【縦長剥片 (04-16)】 (図版 17)

04区Ⅳ層から出土。打面は平坦打面で、背面の剥離方向は腹面の剥離方向と同じである。縁辺部

には、不連続な剥離痕が若干認められる。石材は凝灰質頁岩である。

【礫器 (X26)】 (図版 17)

扁平で細長い礫を素材としており、一端に折断面が残る。断面はカマボコ形を呈している。平らな

面 (a面)先端部に大きな剥離痕があり、左側縁に沿って表裏両面に連続的な加工が施されている。

石材は凝灰岩である。長さ 14.4cm、 幅 10cm、 厚さ 3.9cm、 重さ 654g。

【石核】(図版 17)

石核は、接合資料も含めると14点出上しており、剥片素材、分割礫素材の2種類に分けられる。なお、

接合資料⑤は 03-29を剥片、046を石核としているが、原石を半割したものであり、0329につい

ても石核の素材となりうるものと考えられる。0318は剥離時に生じた砕片である。

剥片素材の石核は、長さが 7～ 10cmで厚みのある大形の剥片を素材としているものと、3～
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4cmの小形の剥片を素材としているものに分けられる。大形の剥片素材の石核は接合資料①で見ら

れる。小形の剥片素材の石核には 03‐ 31、 03-49、 04-1がある。

分割礫素材には 09-3、 接合資料②の 03… 28、 08-20、 ③の X‐ 2、 ①の 03-69、 ⑫の 08-15がある。

主に分割面もしくは自然面を打面として、作業面を固定して剥片剥離作業を行っている。

両者とも打面再生、打面転移は認められない。

【剥片・砕片】 (図版 18・ 19)

剥片・砕片は合計 389点出土しており、出土遺物に占める割合は約 97%になる。

剥片の大きさは、長さ 1～ 10cm、 幅0.8～ 7.7cm、 厚さ 0。 1～ 5cmの範囲に分布するが、長さ 2

～ 5cm、 幅 1.5～ 3.5cmに収まるものが多い。長幅比 (長/幅)を見ると 1:1～ 1:2の間に集中し

ており、やや縦長の不定形なものが中心であるといえる。剥片を見る限り、形態的に縦長剥片、石刃

に類似するものは少ない。背面に自然面を残しているものが多く、打面は平坦打面もしくは自然面打

面が中心で、背面の剥離方向と腹面の剥離方向が同じのものが多い。

(4)剥片剥離作業について

接合資料、石核、剥片の検討をとおして剥片剥離作業の復元を試みる。

①接合資料

接合資料は 12例確認している。接合資料①、③、①、⑫は石核と剥片が接合したもので、接合資料③、

④、⑥、⑦、③、⑩は剥片同士の接合、接合資料②は分割礫を素材とした石核同士の接合である。同

一母岩は接合資料①以外で明確に特定できる資料はない。

【接合資料①】(図版 21～ 23)

同一母岩の石器が 24点特定でき、その内の剥片 11点、石核 3点が接合している。石材は碧玉。

02-6と 08-10は V層、それ以外はⅥ層出土。石器集中地点の中でも北寄りに分布する傾向がある。

接合資料①から復元できる剥片剥離の工程は、一辺が 15～ 20cmの礫から自然面を除去するか

たちで、大形の剥片 (長さ 7～ 8cm、 幅 5～ 6cm、 厚さ 5～ 6cm)を剥離する作業 (A)と、そ

の後に残された素材に平坦打面を設け、やや小形の剥片 (長さ 3～ 4cm、 幅 1～ 2cm、 厚さ0.5～

lcm)を連続して剥離する作業 (B)の 2工程に大別される。①―I、 ①―Ⅱ、①―Ⅲ、①―Ⅳ (図

版 22)は (A)工程で剥離された剥片の一部で、剥離の順は I→Ⅱ→Ⅲ→Ⅳとなる。このうち①―

Ⅱ (02-6)以外は、さらにこれらを石核として、剥片剥離作業が行われている。いずれの剥離工程

でも打面調整や打面再生、打面転移は行われていない。

①―I(図版 21)は→ aの方向からの加撃で剥離され、剥離した剥片の腹面を打面とし、剥片剥

離を行っている。剥離した剥片は確認できなかったが、石核(03-9)の作業面に残った剥離痕からみて、

長さ3～ 4cmのやや縦長の小形剥片を剥離していたと考えられる。石核(039)は長さ6cm、 幅 4.6cm、

厚さ 6.6cmである。①―Ⅱ(02-6)(図版 21)は、→ bの方向からの加撃で剥離されている。①―Ⅲ (図

版 22)とよ、→ cの方向からの加撃で剥離されている。剥片 (長さ 6cm、 幅 9cm、 厚さ3cm)の腹面

側から加撃して打面を作出し、腹面側を作業面にして剥片剥離を進めている。接合した剥片は 2点
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(0355+X-24、 08-1)(図版 21)で、03-4(図版 21)は剥離作業時に節理面に沿って割れたもので

ある。①―Ⅳ (浄 H)(図版 22)は、素材の背面側から加撃して打面を作出し、縦長の剥片 (長さ3

～ 4cm、 幅 0.5～ 2cm)を剥離していたと考えられる。石核 (X-11)は円柱状を呈する。

①―V(図版 22)とよ (B)工程で剥離されたやや縦長の小形剥片 4点 (08-10、 08-27、 08-21、

X7+03-59)(図版 22)の接合資料で同一の打面から剥離されている。これらを剥離した石核は確認

していない。

【接合資料⑨】(図版 24)

石核 (X-2)1点と剥片 (02i3)1点 の 2点の接合資料である。石材は碧玉。02-3は V層から出土。

自然面を残す扁平な分割礫を素材とし、側面の剥離面を作業面としてやや縦長の剥片を剥離してい

る。打面は平坦打面で、打面再生、打面転移は認められず、作業面は 1つである。剥片 (02-3)|ま

打面側が欠損している。

【接合資料①】(図版 24)

石核 (0369)1点 と、剥片 2点 (0367、 04-18)の 3点 の接合資料である。石材は弱増。

0367、 03-69はⅥ層、0418は V層出土。

直径 7～ 8cmのやや扁平な小形の円礫を半割、もしくは分割したものを素材とし、平坦な分割面

を打面とし、やや幅広の剥片を剥離している。打面は平坦打面で、打面再生、打面転移は認められな

い。石核は形状から剥片剥離がかなり進んだ状態であると考えられる。

【接合資料⑫】 (図版 24)

石核 (08-15)1点 と剥片 (03-12)1点 の 2点の接合資料である。石材は珪化木。ともにⅥ層出土。

分割礫を素材とする。平坦な打面を設け、やや幅広の剥片を剥離している。打面再生、打面転移は

認められない。作業面、打面以外の面は大きな剥離面で構成されており、素材の分割面と考えられる。

②剥片剥離作業について

接合資料から復元される剥片剥離作業の特徴は次のようにまとめられる。石核の素材は剥片と分割

礫の 2種類に大別されるが、打面転移、打面再生を行わず打面、作業面を 1ケ所に固定して剥離作

業を進めていることは共通している。また、打面調整や作業面に対する種々の調整技術は見られない。

出土した剥片は、長さは石核の大きさに制約を受けるが、4～ 5cmと 1.5cm前後にまとまり、形

はやや縦長で不定形のものが主体を占めている。

ところで、接合資料①―ⅣのX-11は剥片素材の石核で、一端がやや尖り気味の比較的整った円柱

状をなす。背面側からの加撃で作出された平坦打面で、打面の周囲を巡るように腹面側から側面を作

業面として剥離作業を進めている。石核と接合する剥片は確認できないが、石核に残る剥離面から、

長さ 3～ 5cmの縦長の剥片 (長幅比 2:1前後)が連続して剥離されていたと考えられる。剥離作業

の進め方は、打面再生や打面転移がなく、調整技術も伴わないことから、他の接合資料の場合と基本

的には共通しているといえるが、石核の剥離面から想定される剥離された剥片は、出上した他の剥片

より縦長の傾向が強いといえる。

また、X―Hでは剥離作業が進行し、多くの剥片が剥離されているにも関わらず、剥離された剥片
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図版 19 出土石器 (剥片)
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図版 23
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接合資料⑥ (0324・ 剥片+05-1・ 剥片)

接合資料① (0369・ 石核+0367・ 剥片+0418・ 剥片)
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接合資料⑩ (03-22・ 剥片+049・ 剥片)

資料③
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接合資料③ (022・ 剥片+X2・ 石核)
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接合資料③(04-21・ 剥片+X3・ 剥片)  o4-21/

図版 24 出土石器 (接合資料)

接合資料⑦ (03-33・ 剥片+04-17・ 剥片)
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東調査区全景(東から) 調査区北東隅AB断面(基本層序)

石器集中地点(西から) 石器集中地点(南から)

04-16出土状況 08-1出土状況

03“ 9出土状況 03-49イ ンプリント
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表 4

グリッド血 石器No 標高 (m) 層位 器種 石材 長 lclnl 幅 (cnll 厚 (clnl 長幅比 重量 ω 備考 図版番号

1 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩

2 4972 Ⅵ 剥片 玉髄 15 13 二次加 可 17

3 25017 V 剥片 審玉 接合資料⑨

4 24994 Ⅵ 剥片 玉髄 15 接合資料①

5 02-5 24983 Ⅵ 咋 玉 樋 242
6 25015 V 咋 岩 土 接合資料① 21・ 22

7 4990 Ⅵ 剥片 碧玉 12

8 24988 Ⅵ 剥片 審玉 134
9 25012 Ⅵ 剥片 審玉 17 575

25016 VI 剥片 審玉 27 接合資料C 21・ 23
11 25016 Ⅵ 剥片 署玉 接合資料① 21・ 22

Ⅵ 剥 片 鉄石夷 14 微細剥離 1

1 Ⅵ 剥片 審 土 12

03-7 25019 Ⅵ 剥片 碧 土 17

15 2505] Ⅵ 石核 碧玉 1570 接合資料① 作業面 1 平坦打面 21・ 22

03-10 25060 Ⅵ 剥片 碧玉 72

17 03-11 25055 Ⅵ 剥片 凝灰質シル ト岩

03-12 25050 Ⅵ 剥片 珪化木 接合資料鍛

Ⅵ 剥片 珪質綱粒凝灰岩 13 微綱剥離

Ⅵ 剥片 玉髄 11

1 Ⅵ 剥 片 野化凝灰岩

03-16 Ⅵ 剥 片 土 帽 17 15 252
17 25045 Ⅵ 剥片 玉髄 17

03-18 25035 Ⅵ 剥片 玉髄 12 接合資料③
03-19 25051 M 剥片 玉髄

03-20 25060 Ⅵ 剥片 珪資罠宕 微糸日剥離

03-21 Ⅵ 誠1片 23 17

Ⅵ 剥 片 良宕 16 14 接合資料⑩ 4

03-23 25056 Ⅵ 剥片 珪化木 微細剥離

03-24 25058 M 剥片 凝灰質シル ト岩 11 接合資料③

03-25 25042 Ⅵ 剥片 玉髄 11

03-26 25019 Ⅵ 剥片 碧玉 11

03-27 25034 Ⅵ 剥片 玉髄 13

03-28 25068 Ⅵ 石 核 玉 髄 1620 接合貪料⑫  作業 向 2 目然 向打 山
03-29 25060 Ⅵ 土 籠 7 2470 覆合資料⑤

03-30 25060 V 剥 片 碧 土 1

03-31 25014 Ⅵ 石核 玉髄 13 剥片素材 作業面 1 平坦打面
03-32 25020 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩

03-33 25018 Ⅵ 剥片 碧玉 接合資料⑭

25032 Ⅵ 剥片 玉髄

25014 Ⅵ 剥片 玉髄 11 07 接合 貧料③

V 微系H剥離

03-37 Ⅵ 土 17

25005 Ⅵ 剥 片 霊頁岩 11

25020 Ⅵ 剥片 玉髄 17

03-40 24984 Ⅵ 剥片 碧玉 10

03-41 24985 Ⅵ 剥片 畦化凝灰岩

03-42 24995 Ⅵ 剥片 玉髄 25

25002 Ⅵ 石 核 署 玉 1060 含資料 (1)作 業 lE1 1 半坦打 歯 21・ 22

03-45 24975 Ⅵ 剥 片 土籠

03‐47 24994 VI 剥 片 珪化木 11

24988 Ⅵ 剥片 審玉

25005 Ⅵ 石核 審玉 剥片素材 作業面 1 平坦打面
03-51 24999 Ⅵ 剥片 駐化木 11

03-52 24994 Ⅵ 剥片 署玉 19

24996 Ⅵ 剥 片 鴫 珀 10

03-54 25018 Ⅵ 剥 片 土 髄 1 11

4990 X/1 剥片 碧玉 16 268 接合資料① 21・ 22

24985 Ⅵ 剥片 凝灰質シル ト岩

03-58 24982 Ⅵ 剥片 署玉

03-59 Ⅵ 剥片 碧玉 接合資料① 21・ 23

03-60 Ⅵ 剥 片 署玉 12

03-61 Ⅵ 剥 片 響 玉 23 15 266
03-62 Ⅵ 剥片 逓イヒ脱及岩

03-63 Ⅵ 剥片 玉髄 12

03-64 Ⅵ 剥片 玉髄 13

03-65 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩

03-66 Ⅵ 剥片 玉 髄 「面音卜欠

Ⅵ 剥片 鴎 増 236 含資料 |

Ⅵ 剥 片 老王化木 1 1

03-69 Ⅵ 石核 馬噛 384 接合資料① 作業面 1 平坦打面
03-70 Ⅵ 剥片 瑳質頁岩 12

04 Ⅵ 石核 玉髄 124 剥片素材 作業面 2 自然面打面
04-2 25085 Ⅵ 剥片 輝灰管 シル ト宕 15

04-3 25040 Ⅵ 剥片 玉髄 23 13 7

04-4 Ⅵ 野 ヒ木
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表 5

ブリッドNo 石器No 標高 rm) 層位 器種 石材 長 (cm 幅 rcml 厚 rcml 長幅比 重量 lgl 備考 図版番号
25045 Ⅵ 剤 片 珪化凝炭君 30 27 11

25069 Ⅵ 石核 玉髄 135 117 と0600 優合資料 (

04-7 25079 Ⅵ 剥片 玉髄 接合資料 (

04-8 25075 V 剥片 珪化本

04-9 25091 V 剥片 珪資頁岩 37 接合資料⑩

0 25079 Ⅵ 剥 片 玉 髄 15 02

2 25102 Ⅵ 剥片 審 土 76 1 414
3 25018 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩 1

4 25078 Ⅵ 剥片 珪質頁岩 10 9

5 25032 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩 11 9

6 25055 Ⅵ 剥片 凝灰質頁岩 324 縁辺部に微細剥離 7

7 25048 Ⅵ 剥 片 署玉 77 41 11 1810 接合資料⑦

25096 V 剥 片 勇鳴I歯 18 17 07 接合資料①
9 25097 Ⅵ 剥 片 土 髄

04-20 Ⅵ 剥片 玉髄 1330
04-21 24994 V 剥片 碧玉 10 接合資料③   微細剥離
04-22 25001 Ⅵ 剥片 署玉 10

04-23 25000 Ⅵ 剥片 玉髄

04-24 24975 Ⅵ 剥 片 珪化凝灰岩 12 114 9
04-26 25032 Ⅵ 剥 片 野化凝灰岩 11 288 9

05 25037 Ⅵ 剥片 凝及質 シル ト岩 14 25 505 接合資料⑨

25055 V 剥片 碧玉

07 0 25075 Ⅵ 剥片 珪質頁岩 11

25000 Ⅵ 剥片 碧玉 10 接合資料① 21・ 22
08-2 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩

08-4 24977 Ⅵ 剥 片 欽石栗 微綱黒1離

25000 Ⅵ 剥 片 習 玉

24995 Ⅵ 剥 片 土 籠 10 微綱剥離

08-8 25032 M 剥片 玉髄

08-9 25014 Ⅵ 剥片 黒曜石 51

08-10 25031 V 剥片 碧玉 74 1110 接合資料① 21・ 23
1 Ⅵ 剥片 碧玉 14

2 25026 Ⅵ 剥片 玉髄

10 3 Vl 剥 片 玉 髄 11 13

1 4 25023 Ⅵ 剥 片 土 37 06

2 5 24963 M 石核 fヒ本 援合資料 Qυ 作業面 1 平 lH打面
3 08-16 25027 Ⅵ 剥片 珪質頁岩 15

4 08-17 24963 Ⅵ 剥片 珪化凝灰岩 13

5 08-20 24975 Ⅵ 石核 玉髄 585 接合資料② 作業面 1 平坦打面
08-21 24955 Ⅵ 剥片 碧玉 接合資料① 21,23
08-22 24975 Ⅵ 砕 片 署玉

Vl 片 玉 籠 18 11 微細剥離

9 08-25 24945 Ⅵ Jメ「 碧 土 05

08-26 24938 M 剥片 玉髄 4 16 07 資料④

7 24920 Ⅵ 剥片 碧玉 21・ 23
08-28 24934 Ⅵ 剥片 玉髄 10

3 08-29 24949 Ⅵ 剥片 細粒珪質凝灰岩 27 13

4 08-30 24873 X/1 剥片 避化凝灰岩 15

Ⅵ 剥 片 玉 籠 37

08-33 24955 Ⅵ 剥 片 垂イヒ凝及岩 打面部欠損

7 24975 M 剥片 碧玉 17 366
09-2 25006 Ⅵ 剥片 碧玉 11 230
09-3 24976 M 石核 凝灰質シル ト岩 47 310 作 業 血 1 半 IHttj血

也点不明 X-1 剥片 玉髄 10

1 X-2 石核 碧玉 接合資料◎ 作業面 1 剥離面 2
X-3 剥 片 署玉 545 接合資料①

X4 J片 看 玉 26 11

Jデ「 碧 土 12 248
石核 土 籠 525 作業 山 1 自然 面打 面 17

剥片 碧玉 158 擾合資料① 21・ 23
7 剥片 碧 玉

剥片 黒曜石 35

X― 素」片 珪負頁岩 142
X― 石 核 署 玉 515 接合資料① 21・ 23

1 X 剥 片 玉t●_ 55 216
2 X ナイフ形右器 1黒曜右 130 暴部調整 、腹面側右側縁 にカジ

'

7

3 X 剥片 碧玉

4 X― 剥片 珪化凝灰岩

5 剥片 玉髄 274
X-21 剥片 珪質頁岩 27

X-22 剥 片 玉髄

8 た23 J片 凝 灰資 シル ト岩 17 先端部欠損

9 X-24 Jメ, 碧 土 25 12 接合資料① 21・ 22
X-25 剥片 凝炭質 シル ト岩 06 倣細剥離

1 騨 果 100 6540 17
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が確認できない。このことは剥離された剥片が、 トゥールもしくはその素材としてこの場から持ち出

された可能性が高いことを示しており、この剥離作業では縦長の剥片の獲得が志向されていたと捉え

ることができる。これらの剥片はこの場から出土した黒曜石製のナイフ形石器のように別の場所で石

器として使用された可能性が高いと見られる。

以上の点から、この場で行われた剥片剥離作業の目的は、ある程度の大きさを持つ縦長剥片の獲得

であり、この場に残されたやや縦長の不定形な剥片の大部分はその際の副産物と考えられる。

(5)場所の性格

出土した石器のうち、道具としての石器が極めて少なく剥片・砕片が出土量の 97%を占めること、

接合資料が多く見られること、そして非常に細かい砕片があることから、この場所は何らかの特定の

作業を行った場所ではなく、主として石器製作が行われた場所と考えられる。

(6)編年的位置づけ

宮城県内において、ある程度の数量の旧石器が出土した遺跡は、仙台市山田上ノ台遺跡 (仙台市

教委 1985、 2003)、 富沢遺跡 (仙台市教委 1992)、 上ノ原山遺跡 (仙台市教委 1995)、 名取市野

田山遺跡 (名取市教委 2002)な どである。山田上ノ台遺跡では、石器出上の中心が 6層で、姶良

Tn火山灰 (AT)の 降灰層準が 7層上部から 6層 と推測されている。石器群の特徴は、分割した

礫や剥片を素材として剥片剥離を行い、これを素材とする基部加エナイフ形石器を有する。年代は、

24,000～ 25,000年前もしくはそれ以降の可能性が考えられている。富沢遺跡では、AT降灰期に

近い層 (27層 )よ り、石器群が出土している。石器群の特徴は、調整を行わず剥片剥離を行い、石

刃はわずかで、主に不定形剥片を中心としている。石器出土、27層の上部の 26層は、20,000～

23,000年 の年代値が示されている。上ノ原山遺跡 (Ⅳ区 5層 )では、石刃を素材とするナイフ形石器、

彫刻刀形石器、エンドスクレイパーなどが出土している。野田山遺跡では蔵王川崎スコリアと浅間板

鼻軽石の間より、石刃素材のナイフ形石器、エンドスクレイパーなどが出土している。両設打面や稜

調整、打面調整が認められる。山田上ノ台 6層、富沢遺跡 27層出土の石器群は石刃技法が未発達な

のに対して、上ノ原山 5層、野田山出上の石器群は調整技術の発達した石刃技法を伴い、この石刃

を素材としたトゥールを組成している。

本遺跡出土の石器群は、基部加工のナイフ形石器、調整技術を駆使した真正な石刃技法を有しない

剥片剥離技術から、山田上ノ台 6層、富沢 27層出土の石器群に近い様相を持っていると考えること

ができる。

このことから、本遺跡出土の石器群の年代については、自然化学分析等を行っていないので厳密に

述べることはできないが、山田上ノ台 6層、富沢 27層出土の石器群に近い時期のものと考えられる。
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Ⅷ。まとめ

【古代一西区】

1,掘立柱建物跡 4棟以上、土蹟 3基、溝跡 3条などを検出した。また、調査区が狭小で建物跡と

して認識することは出来なかったが、周辺では数多くの柱穴を検出しており、上記の他にも多く

の建物跡が存在していたものと考えられる。それにより、第 27次調査で確認された掘立柱建物

跡群のさらに東側でも掘立柱建物跡が多く存在し、外郭南半部が掘立柱建物跡を中心に構成され

る官衛ブロックであることを追認することができた。

2.遺物は掘立柱建物の柱穴、土墳などの確認面から、土師器・須恵器・平瓦 /d― どが整理用コンテ

ナで 1箱出土している。

【古代―東区】

1.掘立柱建物跡 2棟、竪穴遺構 1基、土壊 10基以上、整地地業 1個所を検出した。

2.遺物は、掘立柱建物の柱穴、土壊などから、土師器・須恵器・丸瓦・平瓦などが整理用コンテ

ナで 9箱出土している。

3.S K 601・ 602土壊内埋土中に築地塀の積土と考えられる版築状の上塊が認められた。今回

の調査目的である外郭南辺区画施設を検出することはできなかったが、これにより、この周辺に

築地塀が存在していた可能性が高いことを確認することができた。

4.S K 601・ 602の他、同じく調査区西側で確認された S K 603・ 604・ 621土墳については、

埋土の特徴等からS K 601・ 602と ほぼ同時期に掘り込み、埋め戻しがなされており、周辺にあっ

たと推定される築地塀構築時の上取り穴と考えられるものである。

5。 S B 610掘立柱建物跡は、概ね伊治城期のものと推定され、柱穴規模が大きく、周辺には築

地塀の存在が予想されることから、門や櫓となる可能性も考えられる。また、 S K 601・ 602

埋土中に認められた版築状の土塊は S B 610構築時、築地塀の一部を取り払った際に、廃棄さ

れたものである可能性が考えられる。

6.S X620整地地業は調査区中央のⅧ層上面で検出した。浅い沢地状部分における平坦面の造成

地業と考えられる。地業の性格については道路跡等の施設である可能性も考えられるが、今回の

調査では詳細を明らかにすることはできなかった。

【旧石器時代】

1.出土した石器はナイフ形石器 1点、二次加工ある剥片 1点、礫器 1点、石核 14点、剥片 146点、

砕片 243点の合計 406点である。剥片・砕片が全体の 97%を 占めており、二次加工が施され

た石器は黒曜石製のナイフ形石器など数点でトウールの比率が非常に低い。

2.旧石器が出土した地点は、台地の東南端に位置し、すぐ南には迫川が東流している。標高は

24.8m～ 25,lmで、北東方向へ緩やかに傾斜する地形になっている。石器はV・ Ⅵ層から出土
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しており、主にⅥ層中に含まれる。平面分布を見ると南北約 7m、 東西約 5mの範囲に集中する

傾向が見られる。

3.器種組成において剥片・砕片が大部分を占めることと、接合資料が多く認められることから、

この場は石器製作の場であったと考えられる。

4.接合資料、石核、剥片の特徴から復元できる剥片剥離作業は、素材に剥片と分割礫という違い

はあるが、いずれの場合も剥離作業は素材に平坦打面を設け、打面再生、打面転移は行わず、打

面、作業面を各一面に固定して進めている。出土した剥片は、やや縦長で不定形なものが主体を

占めている。一方、この場から発見され /d‐いもの (持ち出されたもの)と して、石核 X llか ら

連続的に剥離されたある程度まとまった大きさの縦長剥片が想定できる。これらの剥片はこの場

から出土した黒曜石製のナイフ形石器のように別の場所で石器として使用された可合静ly■が高いと

見られることから、この場で行われた剥片剥離作業の目的の 1つが、ある程度の大きさを持つ

縦長剥片の生産であったと考えられる。

5,石材は碧玉、玉髄・垢璃が主体で他に珪化凝灰岩、珪化木、凝灰質シルト岩、細粒珪質凝灰岩、

鉄石英、珪質頁岩、黒曜石等と多種類のものが見られる。これまで当遺跡で確認されていた旧石

器は、主に珪質頁岩であったが、今回の調査では同様の石材を用いたものは少なかった。黒曜石

はナイフ形石器を含め 3点出土しているが、全て母岩が異なり、砕片も出土していない。

6.石器群の編年的位置づけについては、基部加工のナイフ形石器の存在、調整技術を駆使した真

正な石刃技法を有しない剥片剥離技術から、後期旧石器時代前半頃と考えられる。しかし、火山

灰分析等の自然科学分析を行っていないため、詳細な年代的位置づけは今後の課題である。
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付表 1 伊治城跡の発掘調査
◎多賀城跡調査研究所による調査

年 次 調査原因 発掘面積 発掘期間 主な検出遺橋と出土遺物 文献

昭和 51年度
(1976)

地形図測量 (航空測量)

現地踏査・研究史整理

昭和 52年度
(1977)

①外郭北辺区画施設発掘調査 168∬
7/4～ 8/3

大溝 1、 土塁 1、 土塁状遺構 1

外郭北部発掘調査 270r 焼夫堅穴住居 1、 墨書土器 「城厨」

日召不日53年度
(1978)

②外郭北部発掘調査 780だ 7//3-8/4 掘立柱建物 1、 竪穴住居 4

外郭西辺区画施設電気探査 ユ/■～■/13
昭和 54年度
(1979)

③外郭北部発掘調査 1,000∬ 10/29～ 12/4 掘立柱建物 2、 堅穴住居 17

◎築館町教育委員会・宮城県教育委員会による調査
年 次 調査原因 発掘面積 発掘期間 主な検出遺構と出土遺物 文献

昭和 62年度
(1987)

1 農道整備 220ぜ 7/1～ 8/12 竪穴住居 5(焼失 1)

(41

2 農協支所移転 150∬ 7/4-7/18 竪穴住居 1

3 1E人住宅便槽取付 2∬ 8/5

4 水道管埋設 1,250だ 9/1～ 9/14 竪穴住居 8

5 農道整備 1,080ポ 1/18～2/9 竪穴住居 7

6 畜舎建築 80M 2//25

昭和 63年度
(1988)

7 国庫補助事業 1,500∬ 7/1～ 10/30 内郭外溝 、竪穴住居 2

8 水道管埋設 142∬ 11/4～ ■/24 外郭東辺大溝 ?竪穴住居 3

9 農道整備 504∬ 2//6-2//12

平成元年度

(1989)

10 宅地現状 変更 480試 4/11～ 6/1 掘立柱建物 1、 堅穴住居 9、 土器埋設 1

(61

■ 国庫補助事業 1,200r 7///21-11//22 [内 郭北西]区画施設・外溝、掘立柱建物 3、 竪穴住居 10

12 通学路整備 1,700∬ 9/5～ 9/16 外郭北辺大溝、古墳前期居館区画清

13 農道整備 1,960言 10//16-11//20 内郭区画施設・外溝、[政庁]正殿、北西建物

14 水道管埋設 170r 11/29～ 12/8 竪穴住居 ?3

平成 2年度
(199o)

15 国庫補助事業 900ピ 9/3～ 9/29 [内郭北西J掘 立柱建物 3、 竪穴住居 8

16 道路整備 (大堀線) 1,320∬ 9/27～ 10/5 外郭東辺大溝 ?[外郭北部〕竪穴住居 16

平成 3年度
(1991)

17 国庫補助事業 1,300雷 5///2ヽ～7//16 [政庁J正殿・北殿・北西建物・北東建物・集地
(81

18 個人住宅 300r ■/19～ 12/2 古墳前期居館
平成 4年度
(1992)

19 国庫補助事業 1,300だ 5/■～7/4 [政庁J正殿 。前殿・西脇殿・目隠塀 。南門・築地

[内郭南西]集地?掘立柱建物 2、 竪穴住居 1

平成 5年度
(1993)

20 回庫補助事業 1,500督 10/4～■/18
[内 郭雨西J築地 ?掘立柱建物 5、 墾穴住居 2
[内 郭南東隅]区画施設・外溝、掘立柱建物 1、 竪穴住居 5

t外郭南東]掘立柱建物 2、 竪穴住居 7、 溝

(10)

平成 6年度
(1994)

21 国庫補助事業 820ピ 10/3～■/27
[内郭北言聞区画施設、掘立柱建物 1、 竪穴住居 9

[内郭南西]掘立柱建物 5、 竪穴住居 3

平成 7年度
(1995)

22 国庫補助事業 1,140∬ 10/5～■/14
[内郭北部]掘立柱建物 1
[外郭南西端]外郭区画施設・大溝、掘立柱建物 1

[外郭南西外側]掘立柱建物 3
(12)

平成 8年度
(1996)

23 国庫補助事業 450∬ 10/7～■/7 [外郭西辺」区画施設 。大溝

[外郭西端]掘立柱列 1、 竪穴住居 1
(13)

平成 9年度
ri 007ゝ

24 国庫補助事業 480∬ 10/6～■/7 [外郭北辺]土塁、大溝、竪穴住居 1 (141

平成 10年度
(19981

25 国庫補助事業 450∬ 10/23～ ■/13
[外郭東辺」区画施設、大溝
[外郭南東]掘立柱建物 2、 竪穴住居 8 (15)

平成 ■年度

(19991
26 国庫補助事業 200r 11/8～ ■/22 [内郭南東端]区画施設、大溝

[外郭南東]竪穴住居 12、 弩「機J報告
(16)

平成 12年度
(20001

27 国庫補助事業 500ゴ 10/16～ ■/8 [外郭南端部]掘立柱建物 13 (17)

平成 13年度
(2001)

28 国庫補助事業 400r 11/5～ ■/15 [外郭南西部]掘立柱建物 7、 堅穴建物 1、 竪穴住居 2 (181

平成 15年度
(2003)

29 回庫補助事業 500r 10/3～■/6 [外郭南辺部]掘立柱建物 6、 旧石器 本 書
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付表 2 伊治城および栗原郡に関する古代史年表

西暦 1和   暦 1   記 事 献文

780 宝

１

２

６

３

10。 伊治城の造営なる。造営にたずさわつた鎮守将軍田中多
太麻呂らに叙位、外従五位下道嶋三山は従五位上を賜う

陸奥や他国の百姓で伊治・桃生に住みたいものの課役を

免ずる

伊治 。桃生にうつり住みたいものの課役を免ずる

桃生 。伊治に板東 8国の百姓を募り安置しようとする
栗原郡を置く。これはもと伊治城である

(「続日本紀では神護景雲元年 ■ 月乙巳条に収めるが錯
簡とみられ、ここでは神護景雲 3年 6月 9日 乙巳説をと
る)

浮宕の百姓 2,500人を伊治城に遷す
上治郡大領伊治公皆麻呂は牡鹿郡の大領道鳴大楯、按察
使紀広純を伊治城で殺す。ついで、多賀城にせまり府庫
の物をとり放火する

斯波村の夷胆沢阿奴志己らは帰服したいが伊治村の停に

妨げられて果たせないでいることを訴える

伊治城と玉造塞の中間に 1駅を置く
相模・武蔵・上総・常陸・上野・下野・出羽・越後など
の住民 9,000人 を伊治城に遷し置く

■.栗原郡に 3駅を置く

4.3年春より百姓の妖言に奥邑の民が動揺し、栗原・賀美
両郡の百姓多く逃亡する
また、栗原・桃生以北の停囚は反覆して定まらないので

援兵 1,000人 を差発して非常に備える

延喜式○神名式 陸奥国 100座
栗原郡 7座 大 1座 表刀神社

小 6座 志波姫神社
雄悦神社
駒形根神社 和我神社
香取御児神社 遠流志別石神社

○民部式 東山道・陸奥国大国
………志太、栗原、磐井………

○兵部式 陸奥国駅馬
………玉造、栗原、磐井……… 各 5疋

和名類衆抄 陸奥国
栗原郡 (久利波良)

(郷名)栗原 。清水・仲村・会津

１
■暦延

亀 111::

151 1i:796

不日承

905 1及

;着手旱
多

9311承平年間

;|
938 1

続日本紀

続日本紀

続日本紀
続日本紀
続日本紀

続日本紀

続日本紀

類衆国史
巻 190

日本後紀
日本後紀

日本後紀

続日本後紀

和名類衆抄
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所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド
ゴヒ糸華 東経

調査

期間

調査面積

rn
調査原因

市町村 遺跡番号

い じ じょうあと

伊治城 跡

官城県

栗原郡

築館 町

字城生野

045217 41007

38涯壺

45分

50秒

141度

02分

40秒

20031003

20031106

500

重 要 遺 跡

範 囲 確 認

調査

所収遺跡名 飛重丹U 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伊治城跡 城柵跡 旧石器時代

古墳時代

奈良～

平安時代

掘立柱建物跡

土取 りによる溝状

遺構

土師器 須恵器

平瓦 丸瓦

旧石器

内郭南辺周辺で

建物跡 と外郭南辺

部において外郭南

門跡を発見した。

旧石器時代の石

器製作場を発見し

た。
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